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新しい年が始まりました。1月は旧暦で「睦月（むつき）」とも呼ばれます。仲良く親しむことを意味する

「睦む（むつむ）」という言葉から、お正月に家族や親類が仲良く過ごす姿を表したことが由来とも言われ

ています。今年も原小の子どもたちには、図書室でゆったりと本を読んで過ごしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和 7（2025 年）1 月発行 

宇部市立原小学校 学校図書館 

今年もよろしくお願いします。 
3 学期が始まって早々に、中間タイムやお昼休みに図書室にき

てくれています。特に 1 年生は、たくさん人が、読書の足あと」を書

いたり本を読んだりして、図書室で過ごしています。3 学期もたくさ

んの本を読んでほしいと思います。 

  

 

『へびのクリクター』 

作・絵： トミー・ウンゲラー 

訳： 中野 完二 
出版社： 文化出版局  

毎年１月に人気者になるのが、干支の動物です。今年の干支である巳（へび）は神様の使いとして大

切にされてきた動物で、脱皮を繰り返すことから不老不死のシンボルともされています。「再生や変化を

繰り返しながら柔軟に発展していく」年になると考えられているそうです。へびが主人公の本を図書室に

展示し、クラスによっては読み聞かせを行いました。少しご紹介します。ぜひご家庭でも読んでみられま

せんか。 

１月はへびが主人公の本を図書室に置いています。

 

「図書ビンゴ」を行っています。 
1月 17日から「読書ビンゴ」を行っています。9マスそろうと 1枚が終わるようになっていて、終わる

と図書委員作成の素敵なしおりがもらえます。また、6 種類のビンゴを用意しているので、1 枚で終わり

ではなく、何枚も取り組めるようになっています。何枚か取り組むことで、いろいろなジャンルの本を読

めるようになっています。2 月 17 日まで行っているので、たくさんの子どもたちに取り組んでほしいで

す。 

図書委員作成のし

おり。10種類以上

あります。 

「図書ビンゴ」を全校のみんなに説明するために、図書

委員がお昼休みに集まって準備をしました。 

『ながいながいへびの

はなし』 

作： 風木一人 

絵： 高畠 純 

出版社： 小峰書店 

初日の昼休みには、図書ビンゴを書くために、たくさ

んの人が来てくれました。 

『さるのせんせいと 

へびのかんごふさん』 

作： 穂高 順也 

絵： 荒井 良二 

出版社： ビリケン出版 

https://www.ehonnavi.net/editorpickup.asp?sno=16
https://www.ehonnavi.net/author.asp?n=274


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

          


